
淨

土

宗

三

租

然

阿

良

忠

上

人

年

譜

三

谷

光

順

は

し

が

き

淨

土
宗
第
1i1祀
然
阿

良
忠
上
人
研
究
號
が
出
版
さ
れ
る
蕉
當
り
、
專
ら
慶
安
版
然
阿
上
人
嬉

(慶
安
四
辛
卯
孟
春
吉
日
京
都
村
上
夲
樂
寺

開
版

)
に
依
り
上
人
記
傳
考
察
を
試
み
、(
其
他
の
上
人
傳
貞
享
版
、
天
保
版
等
は
、
後
人
、
慶
安
版
に
基
き
、
修
飾
改
竄
せ
る
も
の
な
る
が

故
に
抛
棄
す
)
傍
ら
惠
谷
隆
戒
教
授
の

「
然
阿
良
忠
上
人
傳

の
研
究
」
を
參
照
し
つ
㌧
略
年
譜
を
編
す
る
こ
、こ
に
し
た
。
良
忠
上
人
年
譜
考

並
に
そ
の
學
風
等
に
就

い
て
は
、
先
に
簗
田
眞
教
氏
が

「
淨
土
學
」

第

}
輯
に
、
今
岡
逹
昔
氏
が
同
第
四
輯
に
於
て
微
細
に
考
證
研
究
發
表

せ
ら
れ
た
..
.
ろ

で
あ
る
。
倉

金
澤
紊

所
藏
淨
土
古
鈔
本
を
中
、勘
.こ

、
特
薫
三
羅

隨
の
弟
子
に
し
て
蠡

淨
土
典
籍
を
書
寫
し
・

下
總

地
方
の
三
租
の
講
席
に
侍
し
て
其
講
義
を
筆
録

せ
る
良
聖
の
書
寫
本
に
依

つ
て
、
三
租
記
傳
に
薪
事
實
を
附
加

し
、
建
長
康
元
正
嘉
文

應
年
間

下
總
上
總
常
陸
方
面
に
於
け
る
上
人
の
動
静
を
明
記
し
て
置
い
た
。
比
較
考
證
す
べ
き
ーこ
こ
ろ
も
多

々
あ
る
の
で
あ
る
が

、
紙
數
の

都
合
上
今
は
略

し
そ
の
補
正
は
後
日
を
期
し
學
者
の
是
正
を
幾
ふ
、こ
こ
ろ
で
あ
る
。

一93一



土御門天皇幻計玳

皇紀

年號

年齡

事

歴

參

考

跏
,

-+

ー跚　

正

治(四月)

ユ

七

月

廿

七
日

石

見
國

三

隅
庄
(

島

根

縣

那

賀
郡
三

隅
村
)に生る○諱は良忠、然.,ŝ>J號す父諱は圓尊、母件氏○(慶安版、决疑鈔見聞二)1」ilIー

●
二

月
二

阻

再
ビ

宗
組
二

奉

仕シ選擇集ヲ稟ク(聖光傳、决疑鈔見聞五)Q兼實轍配宛エチ蛇磆ジ鵬選擇隹附チ講セシムへ高一四)

ーi

l

承
元
三
r
-
　r-　

三

智
法
師(

不
詳
)
父
の

舘
に
て
往
生
要
集
を
講
せ
ら
る丶を聞き淨土を欣慕す○(慶安版)

●
六
月

宗
麒

書
チ

越
後
光
明

房二遣ハシ一念義チ斥ク(漢語燈+、然書二大)

順徳天皇心断玳
r-
　t--mユ

建
暦

(

三

月
)

拐

二

月
雲
州
寺
門
派
鰐
淵
寺(

島
根
縣

簸
川
郡
鰐
淵
村
)
月珠房信暹(不詳)の門を叩く○(慶安版)「傳通記糅鈔ご二幻ニシテ寺門北山龍淵房二佳ストハ誤力。

●
十
一

月

宗
祗

入
京
チ

許
サ
レ大谷禪房二歸〃(+六門翻、然書三六、古徳八)

跚
r
-i

二

聾

正
月

朔
日
和
讃
を
自
誦
し

高
聲
念
佛
す
○(慶

安
版)

0
正

月
廿
三

日

宗
祗
遺
訓
一

枚起請文チ作り源智二與(廿五日入滅(四卷傳、十六門詑、源流.古徳八、信證六)●+一月高辨擢邪輪チ撰シ選擇集チ破ス(辨傳一)●九月八日信空ノカニヨリ選擇集開版サ〃(選擇集大觀、淨土教判ノ研究)
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(代六+八)河 堀 後

一
ユ874ユ8761892

建
保
二

建
保
四

貞
永

(
四

月

)

lriユ83感

十

一
月

登

山

賞
戒

す
○

(
恐
ク

ハ
鰐
山
臧
檀

ヵ
)

(慶
安
版
)

コ
ノ
頃

ヨ
リ
思
想
上
ノ
轉
換

テ
來
シ
、
法
華
經
ラ
誦

シ
郎
身

成
佛

ヲ
期

ス
。

大

聖

竹

林

寺
記

を

讀

み

忽

ち
淨
土

門

に
歸

し

日
課

念
佛

一
萬

遍
を

唱

ふ
○

(慶
安
版
)

以
後
思

ヒ
テ
西
方

ニ
ヨ
セ
、
行
テ
顯
密

二
勵

ミ
、
往
生
ヲ
期

ス
ル
心
深

ク
、
日
暹
、
圓
信
(
當
時
鰐
山
亘
匠
力
)
ニ
ツ
キ
天

台
倶
舍
ヲ
、
密
藏
奪
觀

ニ
ッ
キ
台
密

ヲ
、
其
他
法
相
三
論
、

華
嚴
律
等
ラ
研
究
シ
ソ
ノ
奧
旨
ヲ
受

ク
。
貞
享
版

二
禪

ヲ
榮

朝
道
元

ニ
ウ
ケ
、
法
相
三
論
等
テ
泉
涌
寺
俊
.仍
三
果
ク
ト
イ

フ
。
恐
ク
ハ
貞
享
版
ノ
作
者
「傳
通
記
糅
鈔
」
並

三
、慶
安
版
L

ノ
詮

ラ
取
意
改
竄

セ
シ
ナ
ラ
ン
。

三
月
下

旬
故
郷
石
州
多
陀
寺
に
隱
栖
餘
行
を
捨

て

丶
専

心
不
斷
念
佛
を
修
し
數
年
を
遞

る
○
(
慶
安
版
)

十
九
歳

ヨ
リ
三
十
三
歳
迄
淌
息
不
明
ナ
ル
モ
此
聞
恐
ク
ハ
諸

宗
碩
學
訪
問
各
教
義
研
究

二
沒
頭
セ
ラ
レ
シ
ナ
ラ
ン
。

●
三
月
聖

覺
屓
如
堂

二
於

テ
宗

祗

ノ
三
回

忌

乎
修

シ
七

日
間

融
遞
念
佛

チ
行

フ

(
然
靄

+

七
、
大
原
鈔

)

薯

月
、
壅

、
飆

善
髴

倚
類
聚
傳

テ
寫

ス
、

(
西
本

願
寺
藏
同
奥

)

●
閏

六
月

三
井
公
胤

寂
(
吾
)

〇

二
月
隆
寛

,
具

三
心
義

二
卷

斗
撰

ス

(
余
澤

丈
庫
藏

圃
書

奥

)

●
正
月
高

辨
寂
(
辨
傳

二
)



(代七+八)皇 天條 四

ユ8961S9マ

嘉
碵

二

九
月
七

日
生
佛
法
師
(
不
詳

)
の
勘

め
に
よ
り
、

二
祀
聖

光
上
人
に
淨
土
の
要
を
聞
か
ん
爲
筑
後
善

導
寺

に
至
る

八

日
.
上
妻
天
編
寺

に
て
聖
光
上
人
に
謁
す
〇

二
祀
七

十

二
歳
○
(慶
安
版
、
决
疑
鈔
五
、
領
解
授
手
印
徹
心
鈔
下
奧
)

以
後
聖
光
上
人
よ
り
明

る
三
年
七
月
迄
、
觀
經
疏
、
法

事
讃
、
觀
念
洪
門

.
禮
讃
、
般
舟
讃
、

論
註
、

安
樂
集

往
生

要
集
、
選
擇
集
、
十

二
門

戒
儀
等

一
々
讀
傳

へ
り

(
决
疑
鈔
五
)

四
月
十

日
善
導
寺
に
て
傳
法
受
法
(
授
手
印
、
領
解
鈔
奥
)

正
月
十

八
日
よ
り
四
月
廿
日
迄
聖
光

上
人

の

「
淨
土
宗

要
集
」

の
講
義
を
筆
受
す
○
(
淨
土
宗
要
集
奥
)

こ
の
頃
よ
り
然
阿
ε
號

せ
ら
れ
し

か
〇

七
月
六

日
善
導
寺
塔

に
於

て
上
人
よ
り
「
徹
選
擇
」
の
讓

入
月

一
日
璽

書
を
賜

ふ
。

三
日

『
領
解
末

與
を
禀
け

代
念
佛
授
手
印
鈔
」
を
草
し
て
上
人

の
印

可
を
受

く
○

(慶
安
版
、
聖
光
傳
、
决
答
鈔
上
、
領
解
鈔
奥
)

八
月
下
旬
鶴
國

。
以
後

十
年
間
藝
州
石
州
を
往
還

て

淨
敖
を

弘
通
す
o
(
慶
安
版
、
糅
鈔

一
)

●

八
月

二
祗
識

知
淨
土
論

チ
顯

ハ
ス
(
同
識

語
)

讒
黎
蹴
さ二

聾

葦

h96i



延
應

4115-42

「
貞
享
版」
二

延
應元

年
春
上
洛、

仁
治
元
年
二
月
鎌
倉
悟
眞
寺二入リ、三月佐介谷蓮華寺(北條經時建立トイフ誤)二移住シ、寶治二年上洛、同年鎌倉下向、建治二年再上洛ストハ誤ナリ。

o　　
,m

卩口
珈ユ

仁
治

後嵯峨　　計玳

螂rr

寛
元

(
二

月
)

45

「
慶
安
版
」
に
「
源
朝
阿
閣

梨
に
謁
し.

密

敖
相
を
慱
ふ
」の記事あり〇三租源朝(高野明王院學頭)に謁し眞言秘法を傳受せしは藝石往還念佛宣楊の折にして恐くはこの年ならん○(高野春秋編年輯録八參照)源朝より「起信論釋論疏記鈔並私鈔物」等の傳承をうくε○(糅鈔一.)

1後深草心卅玳

螂ユ

簀
治
二

50

麹
上
洛

淨
意
尼
の
請
に

よ
り

選
擇
隻
を
講
じ、

竹
谷

蠶躾

醐
羅禦

轜購

蠻
媛
齲爨

礙鸛

讖

騫

鱒

詐
簸鑼

觀

蕁
(
三

幕
四
足
八

頭

村
)

に

て

在

家
を

勸

誡
す
ε

云

不

詳
○「慶安版」「僖通記糅鈔厂三云フ法相三

論
華
嚴
律
禪
等ノ宗旨傳受研鑽ノコト、叉生駒良遍二師事ノコト、コノ年ノ上{洛ノ時ニハァラザルヵo…,

ー

●
二
月

一
遞
生
(
遍
譜

)

●

三
月
選
擇
集

ヲ
刻

ス
、
延

應

版

コ
レ
ナ
リ
(
跋
、

刻
史

)

●0
7;:念五 三
口 佛 月 月

チ 山凝

停 徒 然
止 祗 生
セ 園)V

シ紳 曾
ム 人n

r、テ亠
ザ琶監,,ノ丶フ目㌻!
丶一ノ

録テ

 

②
秋
、
冖信
胞秋
、
出還
江
図

二
行

キ

念
佛

ヲ
弘

ム
(
然
讒

四

三
)

●
薩
彑
全
報
、
念
佛
助

行
要
交

抄

テ
撰

ス
(
同
奥

)

●
九
月
薗

田
智
明
寂

(
然
謁

二

六
)

●
親
鑾

回同
僣

和
讃

チ
著

ス

驫

三
月
乘
空
、
惣
別

二
願

抄

テ

寫

ス
(
金
澤
丈
庫
藏
同
書
奥

)

一一97-一 一一



190911019L4

建
長
元

ヘ
ニ
月

)

建
長
六

51δ2

 

ー
L

.56

r

l

i
貯ー

5

こ
の

頃
よ
b

信
州
の

敖
化
を

絡
へ
、

利
根
川
に

沿
ふ
て鬮東に入ら上野、下野、下總,常陸、武藏地方に敖線を張る。

ー

ー

二
月
十
一

旦、
淨
土

大
意
鈔
」=

卷
を
撰
し
在
家
の

信
者に淨土安心を示すc(同書序)述作所は下總國香取郡下小堀淨旙寺ならんか○(寺傳.淨土學四輯今岡氏ノ記主年譜考參照)建長二年夏ヨリ六年春迄三組ノ動靜不明。II--ー1

●

淨
土
群
疑
論
チ

刻
ス
(
刻
史
)

1

灘
覊鰈

轜欒

钁講

灘
黷隅

諸
記
類
聚
)

樹
覗
卸

雛
羈
餘黝
)
潔
鸚
ω
鋲
霜
隴

近
に
あ

ら
ざ
る
や

(
千
葉
縣
豊
浦
淨
國
寺
寺
傳.

淨
土
學
四輯今岡氏論文參照)

建蒲

殿蠶

嬲描

顧謙

璽磁

騨舞

飢

觀
已
下
)
の
講

義
を
始
む
。
(
金
澤
文
庫
藏
良
聖書

寫
觀
經
定善義聞書奥參照)

●
七
月
良

空、

淨
遍
僭
都
別
異弘願集チ寫ス(澤丈庫藏同書奥)

..



19ユ5191619ユ7

七
康

元

(十
月
)

正
嘉

(
三
月

)

5ï5859

一
月

三
日
よ
り
幅
岡
に
於

て
定
善

義
續

講
、
二
月
六

日

講
了
Q
開
講

三
十
六
日
間
、
聽
聞
衆

五
十
人
c
(
金
澤
文

庫
藏
定
善
義
聞
書
奥
)

四
月
八

日
よ
り
玄
義

分
宗
旨
門
以
下
續
講
、
五
月
十
七

日
講
了
○
(
同
玄
義
分
聞
書
奥
)

夏
よ
6
翌
八
年
春
迄
法
事
讃
を

講
義

せ
ら
れ
し

や
○

(
金
澤
文
庫
藏
良
聖
書
寫
法
事
讃
聞
書
卷

一
奥
參
照
)

三
月
下
總
國
米
倉
郡
(
幅
岡
P
)
に
て
往
生

論
註
を
講
ホ
。

(
金
澤
文
庫
藏
良
聖
書
寫
論
註
聞
書
奥
)

夏
頃
輻
岡
を
立
ち

,
香
取
郡
下
飯

甲

(
現
同

郡
森
山
村

下
飯
田

)、

常

陸
小
野
郷
等
各
地
を
遊
化
し
、
入
月
小

野
郷
(
茨
木
縣
稻
敷
郡
太
田
村
)
に
於
て
『
群
疑
論
見
聞
」

七
卷
を
撰
す
o

(
金
澤
文
庫
藏
良
聖
書
寫
群
疑
論
見
聞
七
奥
)

八
月
十
⊥
ハ
日
群
疑
論
講

了
後
南
下
し
て
上
總
國
を
遊
化

す
o

正
月
上
總
國

に
於

て
往
生
禮
讃
を
講
す
○

(
金
澤
文
庫
藏

良
聖
書
寫
往
生
禮
讃
聞
書
奥
)

上
總
の
敖
化
を
絡

へ
、

二
月
十
八
日
下

總
國

幅
岡

に
騰

り
鏑
木
九
郎
入
道
在
阿
の
懇
請

に
よ

つ
て

}}、授
手
印

决

答
疑
問
鈔
』

二
卷
を
撰
す
○

(
同
書
序
、
銘
心
鈔
上
、
受
决

鈔
上
)

千
葉
氏
の

一
族
荒
見
彌
四
郎
の
請

に
依

つ
て
大
須
賀
郡

飯
岡

(
千
葉
縣
印
幡

郡
久
住
村
)
光
明
寺

に
住

し
、

三
月

●

二
月
雅
成

親
モ
但

馬

ニ
テ
薨

(
翼
賛

五
+
四
)

〇
九

月
在

阿
,
遶

江
禪
勝
房

二

書
状

テ
以
テ
不
審

テ
問

フ

●
秋
、
敬

西
房
信
瑞

、
廣
疑
瑞

泌伏
集

五
卷

チ
著

ス
。

●
+

一
月
時
頼
落
髪
法
名
道
崇

(
吾

四
六
)

一 一一一99-一



191S

正

嘉

二

60

.
二
十

一
日
觀

經
疏
傳
逋
記

(
廿
五
帖
鈔
)
を
起
草
す
.し

(傳
通
記
散
記
三
奥
、
受
决
鈔
)

七
月
石
川
磑
門

(
澁
谷
七

郎
入
道
道
辨

)書
面
を
以

て
敷

化
を
請

ふ
c

三
祀
傳
逋
記
講
義
中
屡

々
彈
門
を
鎌
倉

に

訪
ひ
法
談
す
○
(
受
决
鈔
)

十

二
月
傳
通
記
講
逑
の
餘
暇
、
印
東

庄
石
橋
郡

(
千
葉

縣
印
幡
郡
豐
住
村
石
橋
?
)
に
て
倶
舍
論
を
講
す
c

(
金

澤
文
庫
良
聖
書
寫
倶
舍
論
抄
宗
要
集

一
奥
)

三
月
廿
九
日
傳
逋
記
十

五
卷
下
總
旛
岡
西
輻
寺
に
て
撰

了
○
(
同
書
序
、
傳
通
散
記
奥
、
受
决
鈔
)

九

月

廿

一
日
『
淨
土

宗

行

者
用

意
問

答
』
一
卷

を
撰

ず
○

光
明
寺
誌
に
、
權
名
小
次
郎
、
下
總
匝
瑳
郡
尾
垂
木
戸
村
光

泉
寺

ラ
開

キ
、
三
狙

二
開
眼
テ
講

フ
記
事

ア
リ
。
用
意
問
答

ハ
恐
ク

ハ
、
此
處

二
於
テ
ノ
撰
逋

ヵ
。

檀
越
、
椎
那
八
郎
、
荒
見
濔
四
郎
不
和

に
な
り
、
爲

に

三
詛
各
地
を

轉

々
ざ
し
鎌
倉

に
入
り
し
は
こ
の
年
以
後

な
ら
ん
○
始

め
大
佛
谷
淨
光
聖
の
庵
室

に
假

萬
し
、
後

佐
介
谷
悟
眞
寺
(
北
條
朝
直
建
立

)
に
住
す
○

(
慶
安
版
受

决
鈔
)

徇

金
澤

文
庫

ニ

ハ
良

聖

筆

録

ノ
「
釋

摩

訶

衍

論

聞

書

」
ノ
殘

缺

本

ア
リ

。

11
1詛

n

ノ
頃

講

義

セ
ラ

レ

シ

モ

ノ

カ
。

●
五
月

上
總

周
東
在

阿
寂

㊥
十
目
遶

江
蓮
華
寺
禪
勝
房

寂

(
然
書
冖四
五
、

念
傳
)

一1QO一



(代 十九) 皇 天 山 龜

192019221923ユ925

文
應

(
四
月
し

弘
長
二

文
永
二

6,646.567

三
月

二
十
六

日
『
徹
選
擇
鈔
」
二
卷
を
作
る
。
(同
書
識
語
)

亠
ハ
月
十
七

日

『
淨
土
宗
要
集
聽
書
」

二
卷
を
撰
す
。
(
同

書
首
題
下
)

七
月
高

野
敬
忍
房

の
請

に
よ
り
て
、
觀
經
疏
略
鈔
入
卷

の
内
五
卷
を
撰
す
o

(
諸
記
類
聚
、
淨
土
學
四
輯
今
岡
氏
論
文
參
照
)

散
善
義
略
鈔
三
卷

ハ
文
永
年
聞
武
藏
足
立
郡
箕
田
二
於
テ
作

製

ス
。

可

三
月

二
十

日
第

二
哩

、往
生
論
註
記
L
起
草
○
門
弟
遘
光

の
所
傳
か
○
(論
註
略
抄
下
奥
、
論
註
料
簡
鈔
蔘
照
)

こ
の
年

の
前
後
、
足
立

郡
箕
田
に
起
居
せ
ら

れ
し
か
o

文
永
元
年
散
善
義
略
鈔
(
足
立

鈔
)を
作

ら
れ
し

ざ
o

(
諸
記
類
聚
、
光
明
寺
誌
)

⑮

數育
コせタ

¢月'、日

立蓮
正b

安顯
國目
論抄
成 チ
ッ作

 

●
敬

西
房

。
法

然
上
人
傳

チ
作

リ
鎌
倉

二
下
向

時
頼

二
上

ル

(
然
雷

二
六
)

⑳
西
大
寺
睿
尊
鎌

倉

二
入

ッ
、

(
關

記
)

●

+

一
月
親
驚

寂

(
鸞
繪

『

高
統

六
)

●
曲鍵
妖
恥、
九
口
叩
↓守
ニ
テ
長
}四
「
ヨ

》
觀
經
疏

ノ
講
義

チ
キ
ク
、

(
菴
羅

記
)

〇
+

一
月
北
條

哢
頼
卒

(
吾

五

一
、
然
蛩
画
二
亠ハ
)

Q
向

阿
生

ル

●
長
西
專
雜

二
種
義

チ
著

ス
、

(
金
澤
丈
庫
藏
同
書

奥
)

一一101-一
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亠
ノ、

 

八九十

一

7173て4�6

先

に
三
祀
そ
の
門

弟
源
忠
、
道
忠
を
南
都
に
遊
學

せ
し
.

む
○道
忠
歸
省
後
、
文
永
六
年
十
二
月
群
疑
論
探
要
記
十
四
卷
ラ

草
記

ス
。
(
諸
記
類
聚
)

十
月
「
選
擇
集
略
鈔
」
を
撰
す

ご
。
(淨
土
學
囮
輯
今
岡
氏
論

丈
參
照
)

四
祀
寂
慧
良
曉
(
二
十
歳

)
三
租
の
室

に
入
る
。
後

三
組
、

附
屬

の
任

ご
な
し
、
「
淨
土
章
疏
」
、
明
王
院
相
傳
の
「
釋

摩
訶
衍
論
十
卷
」

「
慈

行
鋤
」

を
相
傳
す
○

(
述
聞
制
文
)

慈
心
房
良
塞
、

年
後
蹄
洛
す
。
禮
阿
念
塞
.
三
祀
の
門
を
叩
き
受
學
三

●
永

源
、
京
都

二
於

テ
長

西
撰

逾

觀
經
疏
光
明
抄

チ
寫

ス
、

(
金
澤
文
庫
藏
同
書
奥

)

●
五
月
西
谷
淨
音

寂
(
系
譜

三
、

蓮

派
、
法

詑
)

●

九
月
円
蓮
龍

ロ
ノ
難

二
遭

フ

(
鎌
六
)

●
十
月
日
蓮
佐
渡

二
渡
サ

ッ
、

(
潰
録

三
0
)

}

°
了
慧
京
釐

霪

奪

チ
創

ス
(
新
往

三
)

i
ヨ

正
月

十
亠
ハ
日

よ
b
鎌

倉

悟
眞

寺

に
於

て
傳
逋

記

治
定

を

始

む
c

十

一
月
十

日

三
心
業

成

に

つ
き
、

三
租

自

ら
自

筆

状

を

以

て
答

决
す
○
(
淨
土
述
聞
口
傳
切
紙
、淨
土
述
聞
口
决
鈔
上
)

「
勅
傳
四
六
」
ニ
ヨ
レ
バ
、
文
・永
ノ
頃
ご
話
粗
、
源
智
回ノ
資
{連
{淑

ト
、
東
山
赤
築
地

ニ
テ
談
義

ノ
コ
ト
ア
レ
ド
、
文
永
年
間
三

租
上
洛

ア
リ
シ
ト

ハ
思

ハ
レ
ズ
。

●
三
月
、

q
蓮

赦
サ

レ
鎌
倉

二

邏
(
遐
録

三
〇
)

●
十

二
月
了
慧

,
黒

谷
上
人
語

燈
録

†

一
卷

チ
誦

ス
(
黒
序

)
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爾建

ε治

弘
安
二

管

1

十
一

月
十
六
日

慱
逋
記
再
治
完
了
(
傳
通
記
散
記
三
奥
)

73

九
月
、

慈

心
、

禮

阿
の

特

請
に
ょ

り

上

洛
)(淨土述聞鈔下、慶安

版)「鎭西宗要本末ロ傳鈔」二、三組建治三年上洛
ト
ァ
ルモ恐誤。

●

金澤

交
庫
二

建
治三

年

奥
アル、入阿撰ノ書冩本觀經疏顯意抄四卷、往生禮讃、般舟讃,法事讃、觀念法門ノ要略詑六卷アリ。の良曉、上野館林善導寺チ創ム(檀志)

79

籥
舞
麺
翫
郵蘇

酸禝

鸛蠶

鷄魏

手
印
相
傳
歌
)

`九月毘沙門堂阿彌の問に答へて『

選
擇
疑
問
答

ヒ卷を作る○(同書奥)

●

了慧

、

慈
明
二

圓
戒
チ

授
ク(淨譜Ψ

一

e-
+　

ρ

十
一

月
二

十
九
日
望
西
樓
了
慧
に

圓
頓
戒
を
授
く
(
安藝嚴島光明院藏了慧筆圓戒譜、淨華院圓戒譜)

●
三

月

圓
覺、

清
凉
寺
二

大
念佛チ始ム(武家三)●十月敬西房信瑞寂(法記)

82

二

月
入
日

了
慧
に

授
手
印
を
授
與
す
o

(
滋
賀新

知
恩
院藏道光傳承本授手印血脈相傳手次)

●
十

月
辨
圓
(

聖
一

國

師
し
寂、(明譜)
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五

1•v4î

九

判
ー

十

84S3S9

十

二
月
中
旬
『
安
樂
集
私
記
」
二
卷
撰
述
(
同
書
奧
書
)

諸
記
類
聚

二
建
治
三
年
作
ト
ハ
誤
。

爾
三
祀
の
著
越

こ
し

て
「
淨
土
宗
要
集
五
卷
」
「
淨
土
宗

要
肝
心
集
三
卷
」
(
金
澤
文

庫
に
は
弘
安
十
年
十
月

の
書

寛
刎本
あ
り
)
「
往
生
一要
集
義
記
入
卷
」
あ
り
c

恐
く

は
}二

租
晩
年
上

洛
時
弘
安
年
中
の
撰

な
ら
ん
○

其
他
述
作
年

代
不
明
の
も

の
「
觀
念
法
門
私
記

」
「
法
事
讃

私
記
」
「
般

舟
讃

私
記
」
等
あ
り
。

九
月

十

入

日
鎌
倉

悟

眞

寺

に
歸
山

り

(
建

治

二
年

よ

り

滯

洛
十

一
年

)
十

月
附

法
状

を

良

曉

に

賜

ふ
○

(
+
六
疑

問
答
見
聞

一
)

値
汀法
沿
革
依
憑
筌
考

二
ふ儿
月
六
日
良
　曉

二
璽
一書

テ
給

フ
ト
イ

フ
ハ
誤
。

正
月

三

日
良
曉

の
就

行

立

信

の
問

に
答

へ
て
自
筌
・状
を

賜

ふ
○

(
淨
土
逋
聞
鈔
)

「
淨
土
逋
聞
鈔
」
、「傳
通
記
糅
鈔
四
三
」
ニ
ヨ
レ
バ
五
月
コ
倦
通

記
L

テ
再
三
治
定

セ
グ

レ
シ
コ
ト
見

ユ
。

亠
ハ
月

十

六

日
痢

病

に
罹

り
七

月
エ
ハ
日
寂
○

(慶
安
版
)

十
月
十
六
日
「
淨
土
宗
要
肝
心
集
良
忠
撰
」鎌
倉
名
越
善
導
に
て

書
寫
さ
る
。
(
金
澤
文
庫
藏
同
書
奥
)

滅
後
六
年
、
伏
見
帝
永
仁
元
年
七
月
記
主
禪
師

ト
謚
號

ヲ
賜

ハ
ル
ト
イ
フ
(
貞
享
版
)

●
+
月

円
蓮

寂
(
蓮
傳

)

〇
七
月
八
日
道
教

(
念
空

)
{叔

(
法
詛
)

●
八
月
了
慧

別
傳

一
卷

チ
著

ス

⑱
證
賢

淨
土
門

二
入

〃
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引

用

書

目

略

解

慶
安
版

聖
光
傳

武 檀 新 蓮 系 鸞 蓮 遺 跋 吾 辨 源 然譜

家 志 往 派 三 繪 譜 録 傳 流 書

然
阿
上
人
簿

一
卷

道
光
著

聖
光
上
人
傳

道
光
著

法
然
上
人
行
歌
書
圖
四
八
卷

舜
昌
編

淨
土
源
流
章

一
卷

凝
然
撰

明
惠
上
人
傳
二
卷

喜
海
著

吾
妻
鏡
五
二
卷

選
擇
本
願
念
佛
集
跋

義
山
撰

高
租
遺
文
録
三
十
卷

泰
堂
編

蓮
光
大
師
年
譜

一
卷

本
願
寺
聖
人
親
鸞
繪
傳
二
卷

宗
昭
撰
蕗

淨
土
傳
燈
總
系
譜
三
卷

鸞
宿
著

蓮
門
宗
派

新
撰
往
生
傳
モ
卷

了
吟
輯

壇
林
志
十
こ
卷

攝
門
撰

武
家
年
代
記
三
卷

貞
享
版

高古

徳

信

證

大
原
鈔

明 淨 黒 鎌 法 高 關 念 刻 遍

譜 譜 序 言已 統 言已 傳 史 譜

鎌
倉
佐
介
淨
刹
光
明
寺
開
山
御
傳

一
卷

道
光
著

本
朝
高
僣
傳
七
四
卷

師
蠻
黼

拾
遺
古
徳
傳
繪
詞
九
卷

宗
昭
撰

教
行
信
證
六
卷

親
鸞
集

大
原
談
義
聞
書
鈔
見
聞

酉
譽
著

一
遍
上
人
年
譜
略

一
卷

日
本
古
刻
書
史

一
卷

朝
倉
麺
三
編

金
澤
文
庫
藏
念
佛
往
生
嬉
(假
題
)
一
卷

關
東
往
還
記

性
海
記

山咼
田
派
正
統
記
六
卷

良
穴
士撰
一

法
水
分
流
記

一
卷

靜
見
録

新
編
鎌
倉
志
八
卷

河
井
恒
久
纂

黒
谷
上
人
語
燈
録
序

道
光
撰

淨
華
院
圓
誠
譜

鷲
峰
開
山
法
燈
圓
明
國
師
行
歌
年
譜

一
卷

聖
薫
編
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